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春
日
神
社
「
大
捷
紀
念
神
幟
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

入
間
○
六

大
捷
紀
念
神
幟
碑

発
智
庄
平

発
智
庄
平

発
智
庄
平

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

富
沢
久
助

一
八
九
五
・
明
治
二
八

春
日
町

春
日
神
社

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
日
清
戦
争
の
勝
利
を
記
念
し
て
春
日
神
社
の
幟
を
新
調
し
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
。
戦
争

の
勝
利
を
天
皇
と
兵
士
達
の
忠
勇
に
よ
る
と
し
た
上
で
、
神
明
の
加
護
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
し
、
神

へ
の
感
謝
の
意
を
こ
め
て
、
幟
を
作
っ
た
と
言
う
。
碑
文
は
「
天
皇
」
の
語
が
出
て
く
る
た
び
に
改
行
し
、

「
天
皇
」
が
行
頭
に
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

題
額
（
篆
書
体
）

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分
（
楷
書
体
）

○
写
真
４

石
碑
背
面

○
写
真
５

幟
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

○
題
額大

捷
紀
念

神
幟

碑
◎
碑
記

明
治
二
十
七
年
朝
鮮
谿
有
内
變
清
國
出
兵

偸
盟
慢
我
叡
聖
文
武

天
皇
陛
下
赫
然
震
怒
乃
興
六
師
以
問
其
罪

旭
旗
秣
向
克
捷
相
継
陸
無
勍
敵
海
無
□
艦

一
舉
将
衝
北
京
清
廷
大
懼
遠
派
使
臣
引
罪

請
和
於
是
馬
関
締
約
以
成
矣
顧
王
師
大
捷

如
斯
振
古
所
未
曽
有
中
外
秣
未
曽
聞
於
戯

盛
哉
是
雖

天
皇
陛
下
威
德
之
秣
砥
軍
人
忠
勇
之
秣
與

焉
有
力
而
未
必
無
天
地
神
明
之
加
護
也
春

日
神
社
郷
之
鎮
守
也
頃
者
父
老
相
謀
新
製

神
幟
以
表
報
賽
之
意
又
書
其
由
於
石
建
諸

祠
側
鳴
盛
事
於
將
来
云

明
治
二
十
八
年
九
月
十
九
日

日
本
弘
道
會
黒
湏
支
會
長
發
智
庄
平

□
并
書

＊
異
体
字
等

○
秣

所
。

○
谿

國
。

○
□

堅
。

○
砥

致
。

○
湏

須
。

○
□

撰
。
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（
背
面
）

◎
題
額

神
幟

寄
附

連
名

（
寄
付
者
名

略
）

川
越
町
石
工
富
沢
久
助

◆
幟

春
秋
祭
祀
虔
□
誠
敬

日
月
照
臨
徧
蒙
徳
光

明
治
廿
八
年
四
月
吉
日

書
爲

黒
須
氏
子
中

正
四
位
勲
三
等
巖
谷
修

落
款

落
款

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

（
正
面
）

◎
題
額

大
捷
紀
念
神
幟
碑
。

◎
碑
記

明
治
二
十
七
年
、
朝
鮮
國
有
内
變
。

清
國
出
兵
、
偸
盟
慢
我
。

叡
聖
文
武
天
皇
陛
下

赫
然
震
怒
、
乃
興
六
師
以
問
其
罪
。

旭
旗
所
向
、
克
捷
相
繼
、
陸
無
勍
敵
、
海
無
堅
艦
。

一
舉
、
將
衝
北
京
。

清
廷
大
懼
、
遠
派
使
臣
、
引
罪
請
和
。

於
是
、
馬
關
締
約
以
成
矣
。

顧
、
王
師
大
捷
如
斯
、
振
古
所
未
曽
有
、
中
外
所
未
曽
聞
。

於
戲
、
盛
哉
。

是
雖
天
皇
陛
下
威
德
之
所
致
、
軍
人
忠
勇
之
所
與
焉
有
力
、

而
未
必
無
天
地
神
明
之
加
護
也
。

春
日
神
社
郷
之
鎭
鎮
守
也
。

頃
者
、
父
老
相
謀
、
新
製
神
幟
、
以
表
報
賽
之
意
。

又
書
其
由
於
石
、
建
諸
祠
側
、
鳴
盛
事
於
將
來
云
。

明
治
二
十
八
年
九
月
十
九
日
、

日
本
弘
道
會
黒
須
支
會
長
發
智
庄
平
撰
并
書
。
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◆
幟

春
秋
祭
祀
、
虔
致
誠
敬
、

日
月
照
臨
、
徧
蒙
德
光
。

明
治
廿
八
年
四
月
吉
日
、

書
爲
黒
須
氏
子
中
。

正
四
位
勲
三
等
巖
谷
修
。

●
訓
訳

◎
題
額

大
捷
紀
念
神
幟
の
碑
。

◎
碑
記

明
治
二
十
七
年
、
朝
鮮
國
に
内
變
有
り
。

清
國
兵
を
出
し
、
盟
を
偸
み
我
を
慢
る
。

叡
聖
文
武
な
る
天
皇
陛
下
、
赫
然
と
し
て
震
怒
し
、
乃
ち
六
師
を
興
し
て
以
て
其
の
罪
を
問
ふ
。

旭
旗
の
向
か
ふ
所
、
克
捷
相
ひ
繼
ぎ
、
陸
に
勍
敵
無
く
、
海
に
堅
艦
無
し
。

一
舉
に
し
て
、
將
に
北
京
を
衝
か
ん
と
す
。

清
廷
大
い
に
懼
れ
、
遠
く
使
臣
を
派
し
て
、
罪
を
引
き
て
和
を
請
ふ
。

是
に
お
い
て
、
馬
關
の
締
約
以
て
成
れ
り
。

こ
こ顧

ふ
に
、
王
師
大
捷
す
る
こ
と
斯
く
の
如
き
は
、
振
古
に
未
だ
曽
て
有
ら
ざ
る
所
、
中
外
に
未
だ
曽
て
聞

か
ざ
る
所
な
り
。

於
戲
、
盛
ん
な
る
か
な
。

あ

あ

是
れ
天
皇
陛
下
の
威
德
の
致
す
所
、
軍
人
の
忠
勇
の
與
り
て
力
有
る
所
と
雖
も
、

あ
づ
か

而
も
未
だ
必
ず
し
も
天
地
神
明
の
加
護
無
く
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。

春
日
神
社
は
郷
の
鎭
守
な
り
。

頃
者
、
父
老
相
ひ
謀
り
、
新
た
に
神
幟
を
製
り
、
以
て
報
賽
の
意
を
表
さ
ん
と
す
。

こ
の
ご
ろ

つ
く

又
た
其
の
由
を
石
に
書
し
、
諸
を
祠
側
に
建
て
、
盛
事
を
將
來
に
鳴
ら
さ
ん
と
す
と
云
ふ
。

こ
れ

明
治
二
十
八
年
九
月
十
九
日
、

日
本
弘
道
會
黒
須
支
會
長
發
智
庄
平
撰
し
、
并
せ
て
書
す
。

◆
幟

春
秋
の
祭
祀
、
虔
に
誠
敬
を
致
さ
ば
、

ま
こ
と

日
月
照
臨
し
、
徧
く
德
光
を
蒙
る
。

あ
ま
ね

明
治
廿
八
年
四
月
吉
日
、

黒
須
氏
子
中
の
た
め
に
書
す
。

正
四
位
勲
三
等
巖
谷
修
。

●
人
物
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○
天
皇
陛
下

明
治
天
皇
。
名
は
睦

仁
。
幼
名
祐

宮
。
孝
明
天
皇
の
第
二
子
。
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）

む
つ
ひ
と

さ
ち
の
み
や

年
か
ら
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
、
在
位
は
一
八
六
七
年
か
ら
。

○
發
智
庄
平

元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
か
ら
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
。
発
智
家
二
十
七
代
目
当
主
。

入
間
郡
黒
須
村
（
現
入
間
市
）
の
名
主
繁
田
家
に
生
ま
れ
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
十
九
歳
で
発

智
家
に
入
り
婿
と
な
っ
て
家
を
継
ぐ
。
家
業
の
か
た
わ
ら
、
埼
玉
県
師
範
学
校
高
等
師
範
科
で
学
び
、
卒

業
後
、
黒
須
高
等
小
学
校
の
訓
導
兼
校
長
に
任
じ
教
育
に
あ
た
る
。
霞
ヶ
関
青
年
道
徳
研
究
会
や
発
智
農

会
な
ど
社
会
人
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
県
内
初
の
児
童
養
護
施
設
「
埼
玉
育
児
院
」
を
援
助
し
院
長
も
つ

と
め
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
は
、「
霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
を
創
設
し
た
。

○
巖
谷
修

天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
か
ら
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
。
字
は
一
六
、
号
は
呑
澤
山
人

他
。
家
は
代
々
、
近
江
水
口
藩
侍
医
。
十
六
歳
で
江
戸
へ
出
て
、
医
学
を
学
び
、
帰
藩
後
侍
医
と
な
る
。

明
治
維
新
後
は
内
閣
書
記
官
な
ど
を
つ
と
め
、
元
老
院
議
員
・
貴
族
院
議
員
と
政
治
家
と
し
て
も
活
躍
し

た
。
漢
学
・
絵
画
な
ど
に
も
す
ぐ
れ
た
が
、
書
家
と
し
て
も
第
一
級
で
あ
っ
た
。
近
代
児
童
文
学
の
開
祖

で
あ
る
巖
谷
小
波
は
、
修
の
三
男
。

●
注

○
大
捷

捷
は
勝
。
大
勝
利
。

○
明
治
二
十
七
年

西
暦
一
八
九
四
年
。

○
朝
鮮
國
有
内
變

東
学
の
乱
。
同
年
五
月
、
民
族
的
な
東
学
を
中
心
と
し
、
排
日
と
減
税
を
要
求
し
て

勃
発
し
た
大
規
模
な
農
民
反
乱
。

○
偸
盟

偸
は
、
軽
視
す
る
、
あ
な
ど
る
。
盟
は
、
具
体
的
に
は
明
治
十
八
年
に
日
清
間
で
締
結
さ
れ
た

天
津
条
約
を
指
す
か
。
こ
の
条
約
で
、
日
清
両
軍
の
朝
鮮
か
ら
の
共
同
撤
退
や
、
今
後
の
出
兵
に
際
し
て

の
相
互
通
告
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
東
学
の
乱
に
対
応
す
る
た
め
の
清
軍
の
出
兵
が
、
こ
れ
に
違
反

し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

○
叡
聖

理
解
力
徳
性
が
抜
群
に
優
れ
る
。
帝
王
の
呼
称
。

○
文
武

学
問
と
武
術
。

○
赫
然

怒
る
さ
ま
。

○
六
師

六
軍
。
天
子
の
軍
隊
。

○
旭
旗

旭
日
旗
。
朝
日
を
模
様
化
し
た
旗
。
日
本
海
軍
の
軍
旗
だ
が
、
こ
こ
は
海
軍
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
の
軍
旗
を
い
う
の
だ
ろ
う
。

○
克
捷

敵
に
勝
っ
て
勝
ち
を
制
す
る
こ
と
。

○
勍
敵

強
い
敵
。

○
堅
艦

熟
語
は
な
い
が
、
堅
牢
な
軍
艦
だ
ろ
う
。
清
国
に
は
日
本
海
軍
を
押
し
と
ど
め
ら
れ
る
海
軍
は

な
か
っ
た
こ
と
を
言
う
か
。

○
引
罪

罪
を
認
め
引
き
受
け
る
。

○
馬
關
締
約

下
関
条
約
。
明
治
二
十
八
年
四
月
、
伊
藤
博
文
首
相
全
権
と
李
鴻
章
全
権
と
の
間
で
調
印

さ
れ
た
。
台
湾
・
遼
東
半
島
な
ど
の
割
譲
、
賠
償
金
の
支
払
い
、
重
慶
・
蘇
州
等
の
開
市
開
港
と
租
界
で

の
治
外
法
権
な
ど
が
約
さ
れ
た
。

○
王
師

天
子
の
軍
隊
。
こ
こ
で
は
日
本
の
天
皇
の
軍
隊
。

○
振
古

振
は
、
よ
り
。
古
よ
り
。

○
中
外

中
国
国
内
と
外
国
。
こ
こ
で
は
日
本
と
外
国
。

○
威
德

威
厳
と
恩
徳
。
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○
所
與
焉
有
力

関
与
し
て
効
力
が
あ
る
。

○
天
地
神
明

天
地
の
神
々
。

○
報
賽

恩
に
報
い
る
た
め
財
物
を
奉
る
こ
と
。

○
盛
事

盛
大
な
事
業
、
立
派
な
事
業
。

○
日
本
弘
道
會

明
治
期
創
設
の
教
化
団
体
。
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
西
村
茂
樹
創
設
の
修
身
学
舎
が

前
身
。
同
二
十
年
に
日
本
弘
道
会
と
改
称
。
忠
孝
・
敬
神
・
皇
室
尊
重
を
う
た
い
、
教
育
勅
語
を
奉
じ
て

儒
教
的
道
徳
教
育
を
主
張
し
た
。
各
地
に
分
会
が
設
け
ら
れ
た
が
、
発
智
庄
平
が
主
導
し
た
黒
須
支
会
は

活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。

◆
幟

○
誠
敬

ま
ご
こ
ろ
か
ら
慎
み
敬
う
。

○
德
光

熟
語
は
な
い
が
、
光
り
輝
く
恩
徳
だ
ろ
う
。

○
黒
須
氏
子
中

春
日
神
社
の
現
住
所
は
入
間
市
春
日
町
だ
が
、
春
日
町
を
含
む
一
帯
は
か
つ
て
は
黒
須

村
だ
っ
た
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
朝
鮮
内
乱
と
日
清
の
開
戦
】

明
治
二
十
七
年
、
朝
鮮
王
国
で
内
乱
が
起
こ
っ
た
。

清
国
は
こ
れ
に
兵
を
出
し
た
。
こ
れ
は
出
兵
に
際
し
て
は
相
互
通
告
す
る
と
い
う
天
津
条
約
を
無
視
す

る
も
の
で
、
締
結
国
の
我
が
国
を
侮
り
軽
ん
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

理
解
力
と
徳
性
に
優
れ
、
文
武
両
道
に
通
じ
て
お
ら
れ
た
わ
が
天
皇
陛
下
は
、
た
い
そ
う
お
怒
り
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
天
子
の
軍
隊
を
出
動
さ
せ
て
、
清
国
の
罪
を
問
い
た
だ
さ
れ
た
。

【
皇
軍
の
連
戦
連
勝
】

我
が
軍
旗
の
向
か
う
と
こ
ろ
、
連
戦
連
勝
で
、
陸
地
に
は
日
本
陸
軍
の
進
軍
を
さ
え
ぎ
る
強
い
敵
は
な

く
、
海
上
に
は
日
本
海
軍
を
跳
ね
返
せ
る
堅
牢
な
軍
艦
な
ど
な
か
っ
た
。

か
く
し
て
一
挙
に
し
て
清
国
の
都
で
あ
る
北
京
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

【
清
国
の
降
伏
と
和
平
条
約
の
締
結
】

清
国
の
朝
廷
は
大
い
に
恐
れ
、
遠
く
日
本
へ
使
者
を
派
遣
し
て
、
罪
を
認
め
和
睦
を
請
う
た
。

か
く
し
て
下
関
条
約
が
締
結
さ
れ
、
清
国
は
罪
を
認
め
て
多
く
の
賠
償
を
差
し
出
し
、
日
本
の
完
全
勝

利
が
確
定
し
た
の
だ
っ
た
。

【
皇
軍
大
勝
利
と
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
も
の
、
神
霊
の
加
護
】

省
み
る
に
、
か
く
の
ご
と
く
天
子
の
軍
隊
が
大
勝
利
を
収
め
た
こ
と
は
、
古
今
未
だ
か
つ
て
無
か
っ
た

こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
国
内
外
で
言
っ
て
も
誰
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

あ
あ
、
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
成
功
は
、
天
皇
陛
下
の
威
厳
と
恩
徳
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
軍
人
た
ち
の
忠
義
と
勇
気
が
そ

れ
に
関
わ
っ
て
効
力
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
日
本
の
天
地
の
神
々
に
よ

る
ご
加
護
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
無
い
。

【
黒
須
鎮
守
春
日
神
社
へ
の
幟
の
奉
納
】

春
日
神
社
は
わ
が
黒
須
村
の
鎮
守
の
神
様
で
あ
る
。

近
頃
、
村
の
長
老
た
ち
が
相
談
し
、
新
し
く
神
社
の
幟
を
作
成
し
て
神
社
に
納
め
、
恩
徳
に
報
い
る
気

持
ち
を
表
現
す
る
奉
納
物
と
し
よ
う
と
考
え
た
。
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【
建
碑
の
企
て
】

さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
間
の
経
緯
を
文
章
化
し
て
石
に
彫
り
、
石
碑
を
神
社
の
社
の
傍
ら
に
建
て
て
、
こ

の
盛
事
を
将
来
に
ま
で
鳴
り
響
か
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

【
記
事
】

明
治
二
十
八
年
九
月
十
九
日
、
日
本
弘
道
会
黒
須
支
会
長
の
発
智
庄
平
が
撰
文
し
、
あ
わ
せ
て
文
字
を

書
し
た
。

◆
幟春

秋
の
決
ま
っ
た
祭
祀
に
お
い
て
、
敬
虔
に
ま
ご
こ
ろ
か
ら
慎
み
敬
う
な
ら
ば
、

日
月
が
照
ら
す
ご
と
く
神
々
は
人
々
を
照
ら
し
て
く
れ
、
光
り
輝
く
恩
徳
が
人
々
を
あ
ま
ね
く
覆
っ
て

く
れ
る
で
あ
ろ
う

明
治
二
十
八
年
四
月
吉
日
、

黒
須
氏
子
中
の
た
め
に
書
し
た
。

正
四
位
勲
三
等
巖
谷
修
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
一
六
一

入
間
郡
之
六

◎
黒
須
村
：

○
春
日
社

「
當
村
の
鎭
守
に
し
て
、
例
祭
九
月
十
九
日
、
村
内
蓮
華
院
持
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）
入
間
郡

◎
黒
須
村
：
神
社

○
春
日
社

「
村
社
々
地
東
西
二
十
一
間
南
北
二
十
七
間
面
積
六
百
十
坪
村
の
北
に
あ
り
天
津
兒
屋
根
命
を
祭
る
祭
日

九
月
十
九
日
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
「
入
間
市
史
調
査
報
告
書

第
四
集
（
入
間
市
の
社
寺
金
石
）」
一
九
八
八

②
論
文
な
ど

＊
幟

・
入
間
市
教
育
委
員
会
「
入
間
市
の
幟
」
一
九
九
五

以
上

二
○
二
四
年
十
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


